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E 13 泉戌学(- おヽける「人閣守護」の意､味(1)

　　　　一各領域すい共通概念の験征りこり―

　　　　　　　　　　　　　ID 山女’大象皮　　関口富左

〇象良学ひ乞括され^鋳学（領域す）はふ々什学的鞠分化・･な､･ヽや、学・一研究才法き積

^篁ね、今日に到っている．こ・限いこムヽいて洋鮪外国・この種の研究き凌駕してい'ftダ、

これらli 必ずしI 永政学・範ちゅい;入れφべさr- ぞな<ヽ他学の研爽乙^ られyb 老<?,t

夕い．いヽし獣政学邦fこよ寸■&これ≒領域学#゛参政奪の一碩咸孝て･’あ心とする'* らば、

獣玖字とこの領収奪はい６、なる閲凩こあi のiヽ、での基本り理論ないし随体軍、位S.-,叶

は乙｀のよりであるの≫ヽ、乙の問い(;応ヽえね(£ならぬが、未バこのこ乙l: っいてめ遁証lこ到

-、てい■i>とはいい難い．そこて･滴有μ、こロ･究明と実存植嘗き起える、0 ■-p ■it:ルノー

の店すドれ／）、それより、氷政学の中心映念と'“／､闇守護」とし、要吉するなA a'. 永玖

字いよ「人間守護・奪」r"あ-6 としｔ、参痢李の理諦構戦とすすr>-r さマい心．（関口畠

左旛着『家政哲学』参照､）

○て丿,「人開守護」C ISい4ヽな･i概念ヵヽ、これらと獣政学領城学この一逓り

i 1 であいヽ. I≪、£, 自然、社会、A丈賄分野(: 拡が’る専領収学び参政字であり9 * /･:

めにはヽご’・よ■]'輦研究目的と才向性と南す４ ･･It、、次なる演肩らいよ・て諭ず｀る、

O 「人間守護」り眺奔ば、ボ｀ルノー<7) Gとb,宇n胞t （被攘性）に拠リいぺ、ンヽ被護概念

色家政孝にムヽ､fる行為. 玖肘に享受レそこに弁護會?行為、守護e夕挾貯と及ぽすこ乙と永

攻孝at本% 乙^合・で" tfn･る．いヽもこ・弁護薦(よ、精神的、物質的、また清極的、、積極的

の両同、すなわち守護性の乙つニ相性^発揮i せっっ、空闇性、時間枇の変容に対応して、

人間・生・ヽ完きと.生、ヽ健全さと維終発展せしめう概念t-ある.

E 14 友政営にぶヽり^人・守護t 時向．二相性

　　　　　　　　一々ヒャエハノ・工こノデ．^モモｊよ'J-

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　郡山ダ大慶政高舘4乍夫

　“ま, 時間差｢ﾌK干の時圈｣と｢±直の暗面」における。CO水平の時劇とは、時計でほヵヽ

られる時向で、客観的であり、いかば水平iて均質に流爪-(いる時同である．龍しも力ち同

じく持っ気通の叫向である．そ.^＼に財し．食直の時向とほ、IじIで銭る想い出などがそうてヽヽ

<?>'J. 戈れらふ1つまでも息淑ることがないようI- 、浹､れのない時局、いかl3:永遠の回同

である、7K平の呵向が．今述ぺたように名穣畝普遍的であるのに対し. ir直．冊同は、

内なる･り'ぐ受けμ印象や体数である∂ヽら、各個人．内なる出来争であ･る．その魚味で．、こ

池･S主倣的、将旅泊、非を理的である．

　水平の時向が流永の「複」であるの､.対し. *£の回向ぼ、蜂に内在可る点であり．そ

のゑに拠った皇置である．このir直の回向と岑.り､れることによって. 時商が隻層化し、

注堵が甕力ヽになる．この奸鳳iaにミヒャエル・エ>デ･:よ･Mぼ. (光を見るために目む

j>. 音と㈲くrこめに耳かり)るのと同じように．心で感じなけ小臨pj碍乱

　たしヵヽK. 水平の時周l3.回帝座冶奄鍍将し、机･呼さ守るた･り･吠t刀Xヽめる．I *｀t .

この聘の吋㈲だけで左地さするならぼ≒換名するならば．噺向き感ずヽる･じヵ･ないな6ぼﾚ

ｱiだ、舷苧き争笏的、御式的に片っ･｀けること＼;rj九r痙堵ほ卑細4以て賃しくなり．画

― 的となり. 冒ごとi'-冲r:くなる｣・)t゛う゛)である．私たBIJ人向但徊尻漉し. 育くもた

めにも．い/こy-らに、水平の卿

^X･れるぐヒt汚之る必要があるので･はないか．i＼刳こ歌政ﾒ

　　CO ？荊刄籍一郭Γ人海te時風i;．、ヽ-u　(2}rそそj篤廸ailへ・-i>-　C3j'｀毛－j篤或is･ぐｰシｰ


